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太
平
経
鈔
巻
五
（
十
四
葉
裏
第
四
行
～
十
五
葉
裏
第
十
行
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
二
三
年
五
月
二
十
七
日 

担
当 

深
澤
一
幸 

 

【
原
文
】 

験
行
鏡
其
身‧

自
知
可
爲
得
失
法‧

賢
明
智
廼
包
裹
天
地‧

積
書
無
極‧

而
不
能
自
壽
益
命‧

此
名
空
虛‧

無
實
道
也‧

術
士
之
師
也‧

久
久
還
自
窮
之‧

學
能
遍
授
天
文
地
理‧

悉
解
萬
物
之
情‧

衆
書
並
合
備
具‧

而
不
能
事
親
尊
君‧

此
知
無
益
也‧

詳
思
此
言‧

吉
凶
可
知
矣‧

此
以
簡
行‧

即
令
人
自
知
得
失‧

學
問
何

者
為
急‧

故
陳
列
二
事‧

分
明
士
意
失
得
之
象‧

自
開
闢
已
來‧

行
有
二
急‧

其
餘
欲
知
之
亦
可‧

不
知
之

亦
可‧

天
地
與
聖
明
所
務‧

當
推
行
而
大
得
者‧
壽
孝
爲
急‧

壽
者
乃
與
天
地
同
優
也‧

孝
者
與
天
地
同
力

也‧

故
壽
者
長
生‧

與
天
同
精‧

孝
者
下
承
順
其
上‧
與
地
同
聲‧

此
二
事
者‧

得
天
地
之
意‧

凶
害
自
去‧

深
思
此
意‧

太
平
之
理
也‧

長
壽
之
要
也‧

 

 

【
訓
読
】 

行
い
を
験
し
て
其
の
身
を
鏡
ら
せ
ば
、
自
か
ら
得
失
の
法
と
為
す
可
き
を
知
る
。
賢
明
智
は
廼
ち
天
地
を
包

裹
し
、
書
を
積
む
こ
と
極
め
無
き
も
、
自
か
ら
寿
に
し
て
命
を
益
す
こ
と
能
わ
ず
。
此
れ
は
空
虚
と
名
づ
け
、

実
道
無
き
也
。
術
士
の
師
也
。
久
久
と
し
て
還
た
自
か
ら
之
を
窮
め
、
学
は
能
く
遍
く
天
文
地
理
を
授
け
、

悉
く
万
物
の
情
を
解
し
、
衆
書
は
並
び
に
合
し
て
備
具
す
る
も
、
親
に
事
え
君
を
尊
ぶ
能
わ
ず
。
此
れ
無
益

な
る
を
知
る
也
。
詳
し
く
此
の
言
を
思
う
に
、
吉
凶
は
知
る
可
し
。
此
れ
を
以
っ
て
行
い
を
簡
ば
ば
、
則
ち

人
を
し
て
得
失
、
学
問
は
何
者
を
か
急
と
為
す
を
自
知
せ
し
む
。
故
に
二
事
を
陳
列
し
、
士
意
失
得
の
象
を

分
明
に
す
。
開
闢
自
り
已
来
、
行
い
に
は
二
急
有
り
。
其
の
余
は
之
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
も
亦
た
可
な
り
。

之
を
知
ら
ざ
る
も
亦
た
可
な
り
。
天
地
と
聖
明
の
務
む
る
所
に
し
て
、
当
に
推
行
し
て
大
い
に
得
る
べ
き
者

は
、
寿
孝
を
急
と
為
す
。
寿
な
る
者
は
乃
ち
天
地
と
優
を
同
じ
う
す
る
也
。
孝
な
る
者
は
天
地
と
力
を
同
じ

う
す
る
也
。
故
に
寿
な
る
者
は
長
生
し
、
天
と
精
を
同
じ
う
す
。
孝
な
る
者
は
下
よ
り
其
の
上
を
承
順
し
、

地
と
声
を
同
じ
う
す
。
此
の
二
事
な
る
者
は
、
天
地
の
意
を
得
て
、
凶
害
は
自
の
ず
と
去
る
。
此
の
意
を
深

思
す
る
に
、
太
平
の
理
也
。
長
寿
の
要
也
。 

 

【
試
訳
】 

お
の
れ
の
行
い
を
検
査
し
て
お
の
れ
の
身
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
得
失
を
判
断
す
る
方
法
に
で
き
る
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
聖
賢
や
明
智
の
人
は
、
天
地
を
包
含
し
、
無
限
の
書
物
を
積
み
上
げ
て
い
る
が
、
自
分

の
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
空
虚
で
あ
り
、
真
実
の
道
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
術
士

の
師
匠
な
の
で
あ
る
。
長
き
に
わ
た
っ
て
や
は
り
自
ら
こ
れ
を
窮
め
、
そ
の
学
は
天
文
地
理
を
遍
く
人
に
授

け
る
こ
と
が
で
き
、
万
物
の
情
況
を
す
べ
て
解
し
、
も
ろ
も
ろ
の
書
物
は
ど
れ
も
備
え
て
い
る
が
、
親
に
仕

え
君
を
尊
敬
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
で
無
益
な
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
を
詳
し
く
思

え
ば
、
吉
凶
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
も
っ
て
行
い
を
検
査
し
、
得
失
や
、
学
問
は
何
が
急
を
要
す
る
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の
か
を
自
分
で
わ
か
ら
せ
る
の
だ
。
だ
か
ら
二
つ
の
事
を
並
べ
て
、
士
の
意
の
得
失
の
表
象
を
明
ら
か
に
す

る
。
天
地
開
闢
以
来
、
行
い
に
は
二
つ
の
急
要
が
あ
る
。
そ
の
他
は
そ
れ
を
知
り
た
い
と
お
も
っ
て
も
か
ま

わ
な
い
し
、
そ
れ
を
知
ら
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
。
天
地
と
聖
人
・
明
智
の
人
の
務
め
と
し
て
、
推
行
し
て

大
い
に
習
得
す
べ
き
こ
と
は
、
寿
・
孝
を
急
務
と
す
る
。
寿
と
は
、
天
地
と
優
厚
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

る
。
孝
と
は
、
天
地
と
力
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
寿
者
は
長
生
き
し
、
天
と
精
気
を
同
じ
く

す
る
。
孝
行
者
は
下
か
ら
上
の
も
の
を
受
け
止
め
、
地
と
声
の
調
子
を
同
じ
く
す
る
。
こ
の
二
つ
の
事
は
、

天
地
の
意
を
得
て
い
る
の
で
、
凶
害
は
お
の
ず
と
消
え
失
せ
る
。
こ
の
意
を
深
く
思
う
に
、
太
平
の
理
で
あ

る
。
長
寿
の
要
で
あ
る
。 

 

【
注
】 

＊
驗
行 

「
論
衡
」
自
然
篇 

道
家
論
自
然‧

不
知
引
物
事
以
驗
其
言
行‧

故
自
然
之
說
未
見
信
也‧

 
 

『
太

平
經
』
卷
四
十
二 

「
驗
道
真
偽
訣
」
第
五
十
七 

右
效
行
徵
驗
道
知
真
偽
秘
訣‧

 

 

＊
賢
明
智 

『
墨
子
』
耕
柱 

鬼
神
孰
與
聖
人
明
智‧

 
 

王
褒
「
四
子
講
德
論
」 

故
有
聖
賢
之
君‧

必
有
明
智

之
臣‧

  

『
太
平
經
』
巻
九
十
「
冤
流
災
求
奇
方
訣
」
第
一
百
三
十
一 
此
名
為
賢
聖
明
智‧

養
身
以
道‧

知
用

財
法‧

故
多
得
老
壽
也‧

 

 

＊
術
士 

『
史
記
』
儒
林
列
傳
序 

焚
詩
書‧

坑
術
士‧

 
 

牟
融
「
理
惑
論
」 

牟
子
甞
以
五
經
難
之‧

道
家
術
士‧

 

莫
敢
對
焉‧ 

 

＊
簡
行 

『
太
平
經
』
巻
九
十
六 

「 

守
一
入
室
知
神
戒
」
第
一
百
五
十
二 

凡
人
久
久
共
不
好
利
之
也‧

此

即
天
書
所
以
簡
人
善
惡
之
法
也‧ 

 

＊
士
意 

『
太
平
經
』
卷
四
十
九
「
急
學
真
法
」
第
六
十
六 

夫
聖
賢
高
士‧

見
文
書
而
學‧

必
與
吾
書
本
相
應‧

不
失
絲
髮
之
間‧

中
士
意
半
達‧

必
達
其
半‧

下
士
自
力‧

勤
能
不
失
法‧ 

 

＊
聖
明 

『
漢
書
』
晁
錯
傳 

利
施
後
世‧

名
稱
聖
明‧

 
 

劉
琨
「
勸
進
表
」 

或
多
難
以
固
邦
國‧

或
殷
憂
以
啟

聖
明‧

 

『
太
平
經
鈔
』
卷
二
「
錄
身
正
神
令
人
自
知
法
」
是
故
賢
聖
明
者‧

但
學
其
身‧

不
學
他
人‧

深
思
道

意‧

故
能
太
平
也‧

 
 

 

＊
壽
孝 

『
太
平
經
』
卷
四
十
二
「
驗
道
真
偽
訣
」
第
五
十
七 

其
後
生
者
孝
且
壽‧

悉
工
自
養
老‧

顏
色
不
與

無
道
時
等‧

 

  

【
原
文
】 

諸
欲
為
善‧

求
活
者
少‧

故
父
母
者
．
生
之
根
也‧

君
者‧

授
榮
尊
之
門
也‧

師
者‧

智
之
所
出
不
窮
之
業
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也‧
此
三
者‧

道
德
之
門
戶
也‧

父
母
廼
傳
天
地
陰
陽
祖
統
也‧

師
者
廼
曉
知
天
地
之
意‧

解
凡
事
之
結‧

君
者
當
承
天
地‧

順
陰
陽‧

常
務
得
其
意‧

以
理
道
為
事‧

故
此
三
者‧

性
命
之
門
戶
也‧

深
思
此
言‧

萬

害
除
矣‧
壽
孝
者‧

神
靈
所
愛
好
也‧

不
壽
孝
者‧

百
禍
所
趨
也‧

此
道
自
然
不
用
力‧

欲
知
其
効‧

常
隨

人
意
善
惡
所
致‧
心
意
謀
事
於
內‧

響
應
於
外‧

欲
知
其
道‧

正
影
響
之
應
也‧

心
以
意
吉
凶
之
門
戶‧

古

者
太
平
之
君‧

其
理
要
但
用
心
意
善
即
臣
善‧

用
意
誤‧

得
臣
亦
誤‧

心
意‧

天
地
樞
機
也‧

不
可
妄
動
也‧

使
和
氣
錯
亂‧

災
害
日
生
矣‧

 

 

【
訓
読
】 

諸
も
ろ
の
善
を
為
さ
ん
と
欲
し
て
、
活
を
求
む
る
者
は
少
な
し
。
故
に
父
母
な
る
者
は
、
生
の
根
也
。
君
な

る
者
は
、
栄
尊
を
授
く
る
の
門
也
。
師
な
る
者
は
、
智
の
出
で
て
窮
ま
ら
ざ
る
の
業
也
。
此
の
三
者
は
、
道

徳
の
門
戸
也
。
父
母
は
廼
ち
天
地
陰
陽
の
祖
統
を
伝
う
也
。
師
な
る
者
は
、
廼
ち
天
地
の
意
を
暁
知
し
、
凡

事
の
結
を
解
く
。
君
な
る
者
は
、
当
に
天
地
を
承
け
、
陰
陽
に
順
い
、
常
に
其
の
意
を
得
ん
こ
と
に
務
め
、

道
を
理
む
を
以
っ
て
事
と
為
す
べ
し
。
故
に
こ
の
三
者
は
、
性
命
の
門
戸
也
。
深
く
此
の
言
を
思
え
ば
、
万

害
は
除
か
る
。
寿
孝
な
る
者
は
、
神
霊
の
愛
好
す
る
所
也
。
寿
孝
な
ら
ざ
る
者
は
、
百
禍
の
趨
く
所
也
。
此

の
道
は
自
然
に
し
て
力
を
用
い
ず
、
其
の
効
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
常
に
人
意
の
善
悪
に
随
い
て
致
す
所
な

り
。
心
意
は
事
を
内
に
謀
り
、
外
に
響
応
す
。
其
の
道
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
正
に
影
響
の
応
也
。
心
（
以
）

意
は
吉
凶
の
門
戸
な
り
。
古
者
太
平
の
君
は
、
其
の
理
要
は
但
だ
心
意
を
用
い
る
こ
と
善
な
れ
ば
即
ち
臣
は

善
、
意
を
用
い
る
こ
と
誤
れ
ば
、
臣
を
得
る
も
亦
誤
る
。
心
意
は
、
天
地
の
枢
機
也
。
妄
動
す
可
か
ら
ざ
る

也
。
和
気
を
し
て
錯
乱
し
、
災
害
を
し
て
日
に
生
ぜ
し
む
な
り
。 

 

【
試
訳
】 

善
行
を
し
よ
う
と
思
う
諸
人
で
、
生
き
る
こ
と
を
求
め
る
者
は
少
な
い
。
だ
か
ら
父
母
と
は
、
生
の
根
本
で

あ
る
。
君
と
は
、
栄
誉
を
授
け
る
門
戸
で
あ
る
。
師
と
は
、
智
慧
が
そ
こ
か
ら
出
て
窮
ま
ら
な
い
基
い
で
あ

る
。
こ
の
三
者
は
、
道
徳
の
門
戸
で
あ
る
。
父
母
は
天
地
・
陰
陽
の
遺
業
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
師
と
い

う
の
は
天
地
の
意
を
知
り
、
す
べ
て
の
事
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
。
君
と
い
う
の
は
天
地
の
意
を
受
け
、

陰
陽
に
順
い
、
い
つ
も
天
地
の
意
を
得
よ
う
と
つ
と
め
、
道
を
理
め
る
こ
と
に
従
事
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
の
三
者
は
、
性
命
の
門
戸
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
を
深
く
思
え
ば
、
万
の
災
害
も
除
か
れ
る
。
寿
孝

な
者
は
、
神
霊
が
愛
好
す
る
の
で
あ
る
。
寿
孝
で
な
い
者
は
、
何
百
も
の
禍
い
が
向
か
う
の
で
あ
る
。
こ
の

道
は
自
然
な
も
の
で
力
を
使
う
必
要
な
く
、
そ
の
効
力
を
知
り
た
い
な
ら
ば
、
い
つ
も
人
の
意
向
の
善
悪
に

し
た
が
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
人
の
心
意
は
事
を
内
に
謀
り
、
外
に
対
応
す
る
。
そ
の
道
を
知
り

た
い
な
ら
ば
、
ま
さ
に
影
と
形
の
対
応
な
の
で
あ
る
。
心
意
は
吉
凶
の
門
戸
で
あ
る
。
む
か
し
太
平
の
君
主

は
、
そ
の
理
と
し
て
は
心
意
の
用
い
か
た
が
善
な
ら
ば
臣
下
は
善
、
心
意
の
用
い
か
た
を
誤
れ
ば
、
臣
下
（
の

心
）
を
得
る
の
も
誤
る
。
心
意
は
、
天
地
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
や
た
ら
に
動
か
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
。
（
も
し
動
か
せ
ば
）
和
気
が
錯
乱
し
、
災
害
が
日
に
日
に
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

【
注
】 
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＊
求
活 

『
太
平
經
』
卷
一
百
一
十
二
「
七
十
二
色
死
尸
誡
」
第
一
百
八
十
六 

長
生
求
活‧

可
無
自
苦
愁
毒‧ 

 

＊
榮
尊 

『
太
平
經
』
卷
四
十
七
「
上
善
臣
子
弟
子
為
君
父
師
得
仙
方
訣
」
第
六
十
三 

夫
人
乃
得
生
於
父
母‧

得
成
道
徳
於
師‧
得
榮
尊
於
君‧ 

 

＊
祖
統 

『
後
漢
書
』
桓
譚
傳 

今
聖
朝
興
復
祖
統‧

為
人
臣
主‧

而
四
方
盜
賊
未
盡
歸
伏
者‧

此
權
謀
未
得

也‧
 

 

＊
性
命 

『
易
經
』
乾
卦 

乾
道
變
化‧
各
正
性
命‧ 

（
孔
頴
達
疏
） 

性
者‧

天
生
之
質‧

若
剛
柔
遟
速
之
別‧

命
者‧

人
所
稟
受‧

若
貴
賤
天
壽
之
屬
也‧ 

 

＊
理
道 

『
太
平
經
鈔
』
卷
九 

聖
人
見
萬
物
盡
生‧
知
其
理
重
道
也‧ 

 

＊
心
意 

『
太
平
經
』
卷
三
十
五 

「 

興
善
止
惡
法
」
第
四
十
三 
夫
天
不
掩
人
之
短‧

太
古
聖
人
不
為
也‧

名

為
瞹
眜
政‧

反
復
致
凶‧

不
得
天
地
心
意‧

故
先
示
之
也‧ 

 

＊
理
要 

 

＊
樞
機 

『
易
經
』
繋
辭
傳
上 

言
行‧

君
子
之
樞
機‧

樞
機
之
發‧

榮
辱
之
主
也‧

 

（
王
弼
注
）
樞
機‧

制
動
之

主‧ 

（
孔
頴
達
疏
）
樞
謂
戶
樞‧

機
謂
弩
牙‧

 


